
る
と
と
も
に
、
介
護
予
防
事
業
や
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
外
出
の
機
会
が
少

な
い
方
を
対
象
に
、
外
出
支
援
事
業
や

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
配
食

サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
を
推
進
す
る
ほ

か
、
高
齢
者
み
ず
か
ら
が
介
護
保
険
施

設
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う

「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」
の

拡
大
を
図
り
、
地
域
貢
献
活
動
を
通
じ

た
自
身
の
介
護
予
防
と
生
き
が
い
づ
く

り
な
ど
、
社
会
参
加
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
産
業
振
興
や
地
域
課

題
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
お
け
る

雇
用
の
創
出
を
図
り
、
団
体
の
基
盤
強

化
と
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

新
し
い
公
共
の
担
い
手
と
し
て
支
援
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
市
民
協
働
推

進
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

文
化
振
興
で
は
、
世
界
遺
産
登
録
に

向
け
て
、重
要
文
化
的
景
観
で
あ
る「
﨑

津
の
漁
村
景
観
」
に
追
加
し
て
、
今
富

地
区
を
含
め
た
地
域
の
年
度
内
選
定
を

目
ざ
す
と
と
も
に
、
長
崎
県
が
国
の
文

化
審
議
会
へ
提
出
す
る
重
要
な
構
成
資

産
を
決
定
す
る
最
終
段
階
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、﨑
津
・
大
江
地
区
の
歴

史
的
、
文
化
的
価
値
づ
け
を
行
い
、
さ

ら
に
長
崎
県
や
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
、
世
界
遺
産
登
録
へ
の
取
り
組
み
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
倉
岳

町
棚
底
の
棚
底
城
跡
に
つ
き
ま
し
て

は
、
保
存
管
理
計
画
に
基
づ
き
整
備
を

進
め
る
こ
と
と
し
、
あ
わ
せ
て
「
防
風

石
垣
を
巡
ら
す
集
落
景
観
」
に
つ
い
て

は
、
重
要
文
化
的
景
観
の
選
定
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
ず
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
地
区

振
興
会
に
対
す
る
支
援
に
つ
き
ま
し
て

は
、
各
地
区
振
興
会
の
方
々
か
ら
の
ご

意
見
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
地
域
が
求
め

る
人
材
や
地
域
づ
く
り
に
必
要
な
各
種

情
報
な
ど
を
提
供
す
る
、
新
た
な
支
援

体
制
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
23
年
度
に
策
定
し
ま

し
た
第
２
次
男
女
共
同
参
画
計
画
に
基

づ
き
、
総
合
的
か
つ
効
果
的
な
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。
特
に
、
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
男
女
共
同
参
画

推
進
団
体
と
の
協
働
に
よ
る
事
業
展
開

を
行
う
な
ど
、
実
効
性
の
あ
る
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
天
草
市
の
産
業
や
地
域
を
担

う
人
材
育
成
事
業
に
取
り
組
み
、
地
域

に
お
け
る
起
業
や
新
事
業
の
創
出
を
促

進
い
た
し
ま
す
。

　

教
育
関
連
で
は
、
学
校
教
育
に
お
き

ま
し
て
、
学
校
訪
問
指
導
や
研
究
指
定

校
の
研
究
成
果
を
全
校
へ
普
及
す
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
教
職
員
の
指
導
力
向

上
を
図
り
、
確
か
な
学
力
の
向
上
に
向

け
た
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
学
習
指
導
補
助
教
員
や
学
校
司
書

を
継
続
し
て
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

き
め
こ
ま
や
か
な
指
導
の
充
実
、児
童
・

生
徒
の
読
書
活
動
の
推
進
を
さ
ら
に
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

い
じ
め
や
不
登
校
問
題
に
対
し
ま
し

て
は
、
教
育
相
談
事
業
を
中
心
と
し
た

取
り
組
み
を
充
実
し
、
教
育
指
導
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
や
教
育
相
談
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
よ
る
適
切
な
指
導
や
支
援
を
実
施
い

た
し
ま
す
。ま
た
、天
草
の
伝
統
・
文
化
・

自
然
・
歴
史
な
ど
と
ふ
れ
合
い
、
宝
島

〝
天
草
〞を
愛
し
、
ふ
る
さ
と
を
再
発
見

す
る
「
ふ
る
さ
と
体
験
事
業
」
を
継
続

し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
規
模
の
適
正
化
で
は
、
学
校
統

合
の
枠
組
み
ご
と
に
推
進
体
制
を
整
え

て
、
推
進
計
画
の
実
現
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
本
年
４
月
に
は
、
下
浦
第

一
小
学
校
と
金
焼
小
学
校
な
ど
、
６
つ

の
枠
組
み
の
統
合
を
行
い
ま
す
が
、
今

後
も
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
方
の
ご

理
解
を
得
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
教
育
環

境
の
整
備
と
教
育
効
果
の
向
上
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
施
設
の
関
係
で
は
、
耐
震
化
対

策
に
重
点
を
置
き
、
安
心
・
安
全
に
配

慮
し
た
環
境
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
平
成
24
年
度
は
、
五
和
地
区
の
小

学
校
お
よ
び
中
学
校
の
建
設
事
業
と
、

（
仮
称
）
有
明
小
学
校
お
よ
び
（
仮
称
）

本
渡
東
小
学
校
の
建
設
推
進
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
で
は
、
公
民
館
と
地
区
振

興
会
の
あ
り
方
を
整
理
す
る
と
と
も

に
、
現
在
の
56
公
民
館
を
再
編
し
、
市

民
の
生
涯
学
習
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
図
書
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
河
浦

図
書
館
を
河
浦
支
所
へ
移
転
し
、
利
用

者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
、
読
書
活

動
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
に
あ
る
年
中
行
事
や
風

習
な
ど
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
つ
い
て

は
、
近
年
急
速
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ

と
か
ら
、
地
元
の
方
を
調
査
員
と
し
て

委
嘱
し
た
う
え
で
、
郷
土
資
料
を
収
集

す
る
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
で
は
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
主
体
的
、

継
続
的
に
実
践
で
き
る
「
豊
か
な
ス
ポ

ー
ツ
ラ
イ
フ
」
実
現
の
た
め
に
、「
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の
育
成

や
健
康
増
進
の
た
め
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
の
普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ

ら
に
は
、
天
草
国
際
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

大
会
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
ス
ポ
ー
ツ

大
会
な
ど
の
開
催
を
通
し
て
、
競
技
力

の
向
上
を
含
め
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図

り
ま
す
。　
　
　

　

な
お
、
天
草
市
体
育
館
に
つ
き
ま
し

て
は
平
成
23
年
度
中
に
実
施
設
計
を
終

え
、同
24
年
度
か
ら
は
工
事
に
着
手
し
、

同
25
年
度
中
の
完
成
を
目
ざ
す
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
九
州
新
幹
線
が
開
通
い
た

し
ま
し
た
し
、「
Ａ
列
車
で
行
こ
う
」

や
出
水
駅
か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運

行
な
ど
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た

が
、
こ
の
新
た
な
人
の
流
れ
を
天
草
に

呼
び
込
む
た
め
に
も
、
熊
本
天
草
幹
線

道
路
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

お
り
ま
す
。
特
に
、
い
わ
ゆ
る
第
２
天

草
瀬
戸
大
橋
の
整
備
は
、
交
通
渋
滞
や

事
故
発
生
時
な
ど
の
交
通
の
確
保
と
し

て
、
市
民
の
悲
願
と
言
え
る
も
の
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。　

　

現
在
、
熊
本
県
に
お
き
ま
し
て
、
環

境
調
査
や
具
体
的
ル
ー
ト
決
定
の
た
め

の
国
と
の
協
議
、
都
市
計
画
決
定
に
向

け
た
準
備
な
ど
も
進
め
ら
れ
る
予
定
で

あ
り
、
地
元
と
し
て
も
１
日
も
早
い
整

備
区
間
指
定
に
向
け
て
、
関
係
機
関
へ

強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

天
草
地
域
の
振
興･

発
展
と
、
九
州

西
岸
地
域
の
交
流
拠
点
都
市
と
し
て
の

機
能
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
島
原
・

天
草
・
長
島
連
絡
道
路
な
ど
の
整
備
促

進
は
、
切
り
離
せ
な
い
課
題
で
あ
り
ま

す
。
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
、
国

等
へ
の
要
望
活
動
な
ど
を
積
極
的
に
行

い
、
早
期
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

地
域
を
担
う
人
づ
く
り

機
能
的
な
社
会
基
盤
づ
く
り

●非常備消防費事務経費〔市民を
火災や災害から守るため、消防
団が行う活動に対する経費を確
保するとともに、機能別団員制
度を導入し地域防災力の向上を
図る〕…………２億6,079万円
●医師確保対策事業〔安心して暮
らせる医療体制を構築するため
に、地域医療体制の整備や医
療・福祉・保健の連携を図る協
議会を開催する〕……147万円
●人工内耳用音声信号処理装置給
付事業費〔人工内耳装用者に対
して、音声信号処理装置更新に
係る購入費用の一部や修理費を
助成する〕……………665万円
●﨑津地区街なみ環境整備事業
〔国の重要文化的景観に選定さ
れた「﨑津の漁村景観」を守る
とともに、観光客受け入れのた
めの整備を行う〕

  　 ………………………211万円

●ふるさと体験事業〔小学３・４年
生の児童が天草市の伝統・文化・
自然・歴史などとふれあう体験活
動を授業の中に取り入れる〕
　  …………………………227万円
●天草宝島人材育成事業〔起業・新
事業創造のための人づくりに重点
置いた人材の育成を推進する〕
　…………………………133万円
●小・中学校建設事業〔用地の鑑定
や測量、基本設計など…（仮称）
本渡東小学校［4312万円］、（仮
称）有明小学校［4032万円］。
造成工事や校舎・体育館の建設工
事…（仮称）五和小学校・五和中
学校［11億2,811万円］〕
　……………合計12億1,155万円
●図書館施設整備事業〔河浦図書館
を河浦支所内に移設するため、書
架の購入や、支所の一部改修（電
気設備など）を行う〕
………………………1,099万円

施 政 方 針平成24年度
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